
常総市合併 20周年記念事業を
写真で振り返りました

①②③大相撲常総場所

④⑤JOSO☆ハッピー体操コンテスト
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新年のごあいさつ新年のごあいさつ

希望希望に満ちたに満ちた未来未来に向けて、に向けて、飛躍の年飛躍の年にに

　謹んで新年のごあいさつを申し上げます。

　皆様には、希望に満ちた新春を健やかにお迎えのこととお慶び申し上

げますとともに、日頃より市政に対して深いご理解とご協力をいただき、

厚く御礼申し上げます。

　本市は、平成 18 年１月１日に水海道市と石下町が合併し、令和８年１

月１日で誕生から 20 年を迎えました。これまでを振り返りますと、東日

本大震災や関東・東北豪雨、さらには新型コロナウイルスなど、様々な

困難がありました。しかし、多くの皆様のご支援とご協力により困難を

乗り越え、本市は着実に前に進んでまいりました。

　今後は、これまでの経験を活かし、市民の皆様が安心・安全に生活

を送ることができる災害に強いまちづくりを進めてまいります。また、

　次代を担う子どもや若者が、今も将来も安心し

て暮らせる環境を整えることは、市民全体の未来

を支える大切な基盤です。これまでの取り組みを

着実に継続しつつ、新たな施策の構築・推進を図り、

子育て世代の負担軽減や子育て環境の充実、居場

所づくり、教育環境の整備を推進し、次代を担う子

どもや若者が常総市で子育てをしたいと思い、ずっ

と住み続けたいと感じられるまちを目指してまい

ります。

　市民の皆様が日々幸せに生活を送るためには、安

心・安全に暮らせる地域を基盤とした環境づくり

が大切です。防災・防犯体制を引き続き強化・充

実させ、地域課題の解決体制の整備、まちなかの

活性化を促す環境整備を推進し、市民参画のまち

づくりを進めてまいります。

　多様化する市民ニーズに適切に対応し、持続可

能な市民サービスの実現に向けて、業務効率化を

進めてまいります。全国的にも進む少子化は、本

市においても深刻な課題として捉えており、働き

手不足や生産性の低下などが懸念されます。未来

を見据えＡＩ技術をはじめ様々なデジタル技術を

活用したＤＸの推進により、課題解決に取り組ん

でまいります。

「子どもまんなかまちづくり常総」の推進 未来を見据え、ＤＸ・ＡＩ化の推進

「未来につなげる地域づくり」の推進

少子高齢化に伴う人口減少という大きな課題に対応し、誰もが豊かで住みやすく、10 年、20 年、さらにそ

の先を見据えた持続可能なまちづくりに向けて、市民の皆様と一緒に市政運営に取り組んでまいります。

常総市長　神達　岳志
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常総市合併常総市合併2020周年記念式典周年記念式典

　合併20周年記念ロゴマーク表彰では、合計864点

の応募の中から、各部門の優秀作品に選ばれた方々

を表彰しました。その中から、中学生の部の作品が

最優秀作品を受賞しました。式典当日は３人の方が

出席しました。

・最優秀作品　梅澤　和希さん(中学生の部)

・優秀作品　　五
そ う と め

月女依央さん(小学生の部）

・優秀作品　　人見　珠
じ ゅ な

奈さん(高校生の部)

・優秀作品　　石
いしづか

塚　政弘さん(一般の部）

　

　長きにわたり様々な分野で活躍され、市政の発展

に顕著な功績があった方や団体を表彰しました。今

回は地方自治の進展など６分野で81名、７団体が受

賞しました。また、水海道市と石下町が合併し、常

総市の誕生に尽力された初代常総市長の(故)遠藤利氏

に、合併20周年特別表彰を贈りました。

合併20周年記念ロゴマーク表彰

市政功労者表彰

JOSO☆ハッピー体操を披露

常総市 20 年の歩みや、市の取り

組みなどをまとめた市勢要覧を発

行しました。ぜひ、ご覧ください。

　合併20周年記念事業として、昨年10月５日に地域

交流センターにおいて「JOSO☆ハッピー体操コンテ

スト」を開催しました。総勢46組824人の応募の中

から、各部門の優秀賞に輝いた４団体が、式典で工

夫を凝らしたオリジナル体操を披露しました。

・にじいろ幼稚園(幼稚園・保育所・保育園部門)

・水海道小学校ダンスクラブ(小学校・中学校部門)

・フラフレンズ水海道(一般部門)

・花壇を楽しむ会(シルバー部門）

　

　受賞した石塚さん、梅澤さん、五月女さん(左から)

　JOSO☆ハッピー体操を披露する受賞団体の皆さん

　◀ 表彰状を受け取る受賞者

市勢要覧を発行しました市勢要覧を発行しました
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　昨年11月９日に、市地域交流センターにおいて

「常総市合併20周年記念式典」を開催しました。

　式典には、来賓や表彰者など約400人が出席し、

20年の節目を盛大に祝いました。

　式典で神達市長は「合併20周年は、過去の歩み

を振り返るとともに、未来への新たな出発点であ

ります。市議会、地域の皆様、市民の皆様と共に

◆問い合わせ＝㊌秘書課（内線3211)

まちづくりを力強く進めてまいります」と式辞を

述べました。　

　式典の第１部では、合併20周年記念ロゴマーク表

彰や市の発展に功績があった方などを表彰する市政

功労者表彰、市オリジナル体操のJOSO☆ハッピー体

操が披露され、第２部はタイムカプセル開封式を行

いました。今月号は、式典の様子をご紹介します。

常総市合併常総市合併2020周年記念式典周年記念式典
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雇用対策事業を実施しています！

　市では、それぞれの強みを活かした総合的な雇用対策を実施することを目的に、茨城労働局と雇用対策協

定を締結しています。地域の実情に合わせた雇用対策事業を展開し雇用の創出を図ることで、常総市の地域

経済の活性化が期待できます。

◆問い合わせ＝㊌商工観光課(内線2410)

市合同就職フェアに出展したサンライズ工業株式会社へインタビュー

サンライズ工業株式会社

で働く従業員の皆さん

　熱交換器を製造する当社

は、専門性が高く一般への

認知度がまだ十分とは言え

ません。だからこそ就職

フェアで若い世代に事業内

容を直接伝えられる機会を

重視しています。

　実際の製品や仕事の流れ

を説明すると、初めて知っ

たと驚く学生や求職者も多

く、会社を知ってもらう大

切な場になっています。

　採用が難しい状況が続く

中、就職フェアへの出展が

きっかけで興味を持ってく

れた求職者が入社につな

がったことは大きな成果で

した。地域のものづくり企

業として存在を知ってもら

うことが、次の出会いを生

むと実感しています。

　今後も認知拡大に挑戦

し、若手育成と工場の未来

づくりを進めていきます。

行政機関の開催しているフェアが

未来の人材との出会いの場に

製造現場を伝える機会 就職フェアでの出会い

Interview

常総市合同就職フェアを開催
　昨年10月、市内企業を知ってもらい、働くイメージを持

つことや仕事内容、その後のキャリアを考える機会を作る

ことを目的に「常総市合同就職フェア」を開催しました。

　当日は、市内外の企業４社と官公庁２団体が出展するな

か、学生の方から転職を考えている方など20人以上が参加

し、企業の担当者と直接話せる貴重な機会となりました。

　参加された方からは「いろいろな職種のお話が聞けてよ

かった」、「企業について知ったうえで自分の就職に役立

てたい」といった声が寄せられました。

開催決定！

外国人雇用管理セミナー

このセミナーでは、外国人材の雇

用の現状と外国人従業員が働きや

すい職場づくりについて学ぶこと

ができます。企業同士が直接意見

交換できる場です。ぜひ、ご参加

ください。

日時：令和８年２月27日（金）

　　　13時30分～16時

場所：常総市生涯学習センター

講師：常総警察署、常総労働基準監督

　　　署、外国人技能実習機構など

※一部の講師は調整中

※セミナーの詳細については、

随時更新します。最新情報は

市ホームページをご覧ください。 市ホーム
ページ
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常総市合併 20 周年記念式典

タイムカプセルタイムカプセル開封式を行いました開封式を行いました
　当時、石下町において、西暦2000年記念事業と

して町民の方から手紙や作文、図画、写真などの

募集を行い、2000年11月に石下総合福祉センター

敷地内にタイムカプセルを埋設しました。

　それから25年後となる常総市合併20周年記念式

典において、タイムカプセルの開封式を行いまし

　当時、小学校の代表としてタイムカ

プセルを埋めました。お気に入りのお

洋服を着用して両親に連れられ、福祉

センターでの式典に参加しました。25

年後を想像し、ワクワクしながら埋め

たのをはっきりと覚えています。25年

後は想像もつかなかったので、計り知

れないくらい長いだろうなと思ってい

ました。

　実際に25年が経ち、あっという間に

感じました。どんな内容を書いたかは

思い出せず、照れくささや恥ずかしさ

もありながら手紙に目を通しました。

読んでいくうちに「こんなこと書いた

かも」と、幼少期は体が弱く、入院を

繰り返し両親に負担をかけていたので

感謝の気持ちを伝えたかったのだと思

います。時を超えて懐かしい気持ちで

胸がいっぱいになりました。

た。当日は飯塚富雄元町長や和田節男元助役にも

出席いただき開封が行われ、タイムカプセルの中

には、当時の町民の皆さんが2025年に向けて残し

た合計1,083点もの手紙や図画、写真などが非常

に良好な状態で収められていました。

◆問い合わせ＝㊌常創戦略課（内線3904)

中山　舞香　さん

①

　②②

　③③

④

①タイムカプセルを取り出す様子

②式典でタイムカプセルを解錠する

神達市長と飯塚元町長(左から)

③中に収められていた手紙などを確

認する皆さん

④収められていた手紙や図画など

タイムカプセルの手紙や

図画などの返却について

は、こちらを

ご覧ください。

市ホームページ 

タイムカプセ
ルを埋めた当時と今の想いを聞きました
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